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Preferred Networks（PFN）会社概要

設立

本社

代表取締役

従業員数

事業内容

主要子会社

出資企業

2014年3月26日

東京都千代田区

西川徹（最高経営責任者）、岡野原大輔（最高研究責任者）

約350名（2024年9月）

AIチップ、計算基盤、生成AI・基盤モデルなどのAI関連技術を
活用したソリューション・製品の開発・販売および研究開発

株式会社Preferred Computational Chemistry（2021年6月）
株式会社Preferred Robotics（2021年11月）
株式会社Preferred Elements（2023年11月）
株式会社Preferred Computing Infrastructure（2025年1月）

SBIグループ　ENEOSイノベーションパートナーズ合同会社
積水ハウス投資事業有限責任組合　中外製薬株式会社　
TEL Venture Capital, Inc.　トヨタ自動車株式会社　
株式会社日本政策投資銀行　日本電信電話株式会社　
株式会社博報堂DYホールディングス　株式会社日立製作所　
ファナック株式会社　株式会社みずほ銀行　三井物産株式会社　
三菱商事株式会社　株式会社ワコム

ミッション： 現実世界を計算可能にする

https://www.preferred.jp 

https://www.preferred.jp
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PFNの事業: AI技術のバリューチェーンを垂直統合

ソリューション・製品

計算基盤

AIチップ

PFNは、チップ、計算基盤、生成AI基盤モデル、ソリューション・製品まで、AI技術のバリュー
チェーンを垂直統合し、ソフトウェアとハードウェアを高度に融合することで、競争力の高い技術の
開発および産業応用を進めています。

生成AI基盤モデル

様々な産業・消費者向けのソリューション・製品

MN-Core™ MN-Core™ 2

GPUクラスタ MN-3
(MN-Core™
クラスタ)

PLaMo Prime（国産LLM）
PLaMo Lite（エッジ向けSLM）

MN-Core
次世代

MN-Core™ 2を
計算資源とした

クラウドサービス

物質のエネルギー計算モデル

PFP

生成AI（推論）向け
MN-Core L1000

（2026年提供予定）
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PFNの事業: AI技術の水平展開

生成AI・基盤モデル

社会 消費者
人間の能力の拡張

新しい創作表現・娯楽体験

安心・安全な社会
高度な教育・医療生産性向上・品質改善

属人化回避・人手不足解消

計算基盤

産業

AIチップ

PFNは、AI技術のバリューチェーンを垂直統合し、産業、コンシューマー、社会に向けて様々な領域
でソリューション・製品を水平展開しています。

工場・製造 エンタメ ロボット小売 ヘルスケア創薬素材・化学 教育
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PreferredAI™
生成AIを活用したプロダクト・サービス群

生成AIを活用し、想定ユースケースごとにパッケージ化したプロダクト・サービス群をPreferredAI
（プリファードAI）として提供しています。また、生成AIに関するあらゆる技術要素を利用し、お客様の
課題・ニーズに合わせた独自ソリューションを提供します。

ソリューション
・製品

スライドを自動レビュー
し問題点をハイライト。
サマリーも出力します。

AIアバターで対話実務を
再現。接客練習や評価を
支援します。

蓄積された自社のドキュ
メントや検索データを元
に数秒でノートを生成。

あらゆる定型業務をLLM
でミニアプリ化して再利
用・効率化。

口コミやアンケート、
日報など、大量の文章を
賢く分類してサマライズ
します。

PreferredAI Slide Review PreferredAI Talent Scouter PreferredAI Notes PreferredAI Automation PreferredAI Insight Scan
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生成AI・
基盤モデル

PLaMo™
PFNグループの生成AI基盤モデル 

PLaMoは、PFNのグループ会社Preferred Elements (PFE)がフルスクラッチで開発する純国産
の生成AI基盤モデルです。高品質な学習データを用い、既存の大規模言語モデルをベースに用
いずに全く新規に開発。主要な日本語ベンチマークで世界最高レベルの精度を示しています。

詳細: https://plamo.preferredai.jp/ 

● 商用版PLaMo Primeを2024年12月にリリース
● エッジ向け小規模言語モデル PLaMo Lite を提供中
● 金融・医療などの特定タスクに強いモデルも順次リリース予定

世界最高クラスの日本語性能 純国産フルスクラッチモデル APIで簡単に導入可能

● 主要な日本語ベンチマーク*で
GPT-４を超える精度を記録

● 現在も精度向上中
● 日英の翻訳性能にも優れる

*日本語LLMの性能を測るため標準的に
使われるベンチマーク「Jaster」を使用

● 独自のアーキテクチャと学習
データでゼロから事前学習･指示
学習を実施

● 他社モデルベースではないため
社外ライセンスの縛りや開発上
で不明瞭な点がない

● API経由でクラウドを介して提
供、簡単なコードの書き換えで
実装可能

● モデル自体をお客様のクローズ
ドなオンプレミス環境に実装す
ることも可能

https://plamo.preferredai.jp/
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生成AI・
基盤モデル

PLaMo™ β版
日本語性能世界トップレベルの大規模言語モデル 

詳細: https://www.pelements.jp/#product 

※Jaster：日本語LLMの性能を測る標準ベンチマーク
※これらの数値はGENIAC内での評価値

https://www.pelements.jp/#product
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生成AI・
基盤モデル

PLaMo™ Lite
エッジデバイス向けの小規模言語モデル 

詳細: https://www.pelements.jp/#product 

● エッジデバイスで動かせる10億パラメータの小規模言語モデルの提供開始
● PLaMo-100Bの開発で培った技術を応用
● 同程度のサイズのモデルと比べて世界最高レベルの日本語性能を達成

https://www.pelements.jp/#product
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PLaMo-13B
● plamo-13b (2023.09.25)：Apache License 2.0
● plamo-13b-instruct (2023.10.26)：Apache License 2.0
● plamo-13b-instruct-nc (2023.10.26)：CC-BY-NC-4.0

PLaMo-100B
● plamo-100b (2024.9.24)：PLaMo非商業用ライセンス契約

PLaMo Prime（商用版）
● (2024.06.14)：PLaMo API 、PLaMo Chat利用規約

PLaMo2
● plamo-2-1b (2025.2.6)：Apache License 2.0
● plamo-2-8b (2025.2.21)：PLaMoコミュニティライセンス契約

PLaMoシリーズ
※技術開発の最新情報は弊社リサーチブログ参照
　https://tech.preferred.jp/
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リリース時にリスク評価（ ERM）を実施

→ 大規模言語モデルの開発に伴う、AIガバナンス体制強化の必要性を認識
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規程・ガイドライン体系

PFN 
AIポリシー

PFN AI
ガバナンス方針

PFN AI品質
ガイドライン

AI事業者
ガイドライン

AIに関する適切な企業活動
のための体制・規程

プロジェクトが守るべき
ルールや手続き

ガイドラインの対応可否・
選択理由などを記述

PFNのAIに関する基本方針依拠

依拠

AI製品品質保証
ガイドライン
（QA4AI）

参照

プロジェクト
開発方針
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AI Policy https://www.preferred.jp/ja/company/aipolicy/
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規程・ガイドライン体系

取締役会 監査等
委員会

内部監査
（３線）

リスク・コンプライアンス
委員会

（委員長：代表取締役）

リスク報告

リスク
管理指示

関連委員会など
（倫理・セキュリティ etc.）

AIリスク管理指示
リスクなどの情報共有

AIガバナンス
推進

リスク評価
連携

報告

事業部門
（１線）

リスク評価委員会
（２線）
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開発方針（抜粋）
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開発方針（抜粋）
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開発方針（抜粋）
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「実務で使われている機械学習」の品質管理の例

出典：尾藤宏達ほか: 仮想人体生成モデルにおける品質管理, 日本ソフトウェア科学会第40回
大会講演論文集, Tokyo, 2023.

出典
：https://www.preferred.jp/ja/news/pr20230731/、
平井太一朗ほか: AIによるプラント自動運転の実証 と信
頼性評価について, 第54回安全工学研究発表回講演予稿
集, Tokyo, 2021.

1. 産業機械における機械学習の品質管理

出典：G. Dominguez, “Quality Assurance for ML Devices A Risk Based Approach, APSEC 2023.

2. 仮想人体生成モデルの品質管理

3. 石油化学プラント自動運転の品質管理

※図は丸山宏氏のスライドから作成

20



開発プロセスの品質管理の例：仮想人体生成モデル

• 毎月のデータセット払い出しの見直し
• データセット・統計モデルの技術文書を公開
• テストデータセットを開発プロセスから独立して保持
• プライバシー漏えいリスク評価

左図：尾藤宏達ほか: 仮想人体生成モデルにおける品質管理, 日本ソフトウェア科学会第40回大会講演論文集, 2023.

Hibi et al., JMIR Res Protoc 2023;12:e47024

Oono et al., arXiv:2306.10656

Product/Process/Performanceを様々な観点から評価 データセットプロトコル論文

統計モデルホワイトペーパー

21

従来の機械学習に対する品質管理の事例は
増えつつある。一方で、大規模言語モデル
を想定した品質管理は模索が続いている
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本講演のまとめ
● 大規模言語モデルの開発における、固有のAIガバナンス体制強化の必要性
● 弊社のAIガバナンス体制構築の事例紹介
● 従来の機械学習に対する品質管理の事例は増えつつあるが、大規模言語モデルを想定した

AI品質管理は模索中

今後の取り組み
● AIレッドチーミング体制の拡充
● 社員向けチュートリアル
● プロダクト開発方針の事例拡充
● 外部機関・事業者との連携

本講演のまとめと今後の取り組み



Making the real world computable


